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そもそも友子制度は、きわめて歴史的な制度であって、徳川時代後期に生成して、明治二○年代から三○年代前
期までに鉱山の近代化の過程で制度的に確立し、さらに明治末から大正期にかけて鉱山業の発展の過程で発展・成
熟し、変容しはじめ、大正九年の大恐慌を契機に、昭和一○年代前半期までに衰退し、質的な変容を強めながら、
昭
和
戦
時
体
制
の
過
程
で
大
方
消
滅
し
た
が
、
そ
の
間
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
固
有
の
特
質
を
も
っ
て
い
た
。
従来の友子研究の弱点は、以上のような友子の歴史的な変化を無視、あるいはひどく軽視してきたことにある。
わたくしの友子研究は、こうした弱点を克服するために、当初は、従来全く行われてこなかった徳川期における友
子の生成過程と明治初期の友子制度の実態、さらに明治末までの鉱山近代化の過程で制度的に確立する友子制度の
実態の解明に全力を投じてきた。その成果は、’九八九年に『日本の伝統的労資関係ｌ友子制度史の研究ｌ」（世
界
書
院
）
と
し
て
ま
と
め
、
刊
行
し
た
。
そのためわたくしの友子研究は、大正期と昭和期の友子制度については何らふれることがなかった。その後、大
正期の友子制度について、主に当時の二大鉱山である足尾銅山と別子銅山の友子制度を分析し、大正期における友
子制度の典型的な変容傾向について解明した。また大正期における友子の労働組合化をも分析し、友子が置かれた
労資関係の歴史的な位置と友子の二つの傾向への分化について解明し、大正期における友子制度の特質の一部を明
（１） 
らかにした。しかし大正期の友子制度の特質は、以上の分析で十分であるとは田口わないが、わたくしは、友子研究
を
さ
ら
に
昭
和
期
の
友
子
の
実
態
に
迫
る
こ
と
に
し
た
。
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小
論
は
、
昭
和
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
の
論
稿
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
期
の
友
子
制
度
の
特
質
は
、
い
わ
ば
従
来
の
友
子
制
度
が
さ
ら
に
変
質
し
、
解
体
し
消
滅
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
従
来
の
友
子
研
究
で
は
、
変
質
し
つ
つ
あ
る
友
子
が
あ
た
か
も
友
子
の
本
来
の
姿
で
あ
る
か
の
よ
う
に
理
解
す
る
向
き
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
論
じ
よ
う
と
す
る
昭
和
期
の
友
子
制
度
の
実
態
分
析
は
、
昭
和
期
の
友
子
制
度
が
、
従
来
の
友
子
を
ど
の
よ
う
に
変
型
し
な
が
ら
、
消
滅
し
て
い
っ
た
か
を
解
明
し
、
従
来
の
友
子
論
の
誤
り
を
正
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
昭和一二年に、一一一菱鉱業の労務部は、傘下の鉱山に友子組合についての調査を行い、内部資料としてまとめた
（２） 
が
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
て
公
表
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
調
査
報
告
塞
已
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
昭
和
期
の
友
子
研
究
に
あ
ま
り
役
立
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
戦
後
の
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
の
友
子
研
究
の
も
っ
と
も
優
れ
た
成
果
で
あ
る
松
島
静
雄
氏
の
『
友
子
の
社
会
学
的
な
考
察
」
で
も
、
こ
の
資
料
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
例
外
が
あ
り
、
鉱
山
に
お
け
る
飯
場
制
度
、
納
屋
制
度
を
親
方
制
度
と
し
て
研
究
し
た
大
山
（３） 
敷
太
郎
は
、
戦
後
ま
も
な
く
こ
の
資
料
を
利
用
し
て
．
一
一
菱
傘
下
諸
鉱
坑
に
み
る
『
友
子
同
盟
」
解
体
期
の
実
態
」
と
い
う
論
文
を
書
き
、
主
に
資
料
の
内
容
を
詳
細
に
紹
介
し
た
。
し
か
し
大
川
氏
に
は
特
別
な
友
子
観
や
友
子
研
究
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
論
文
は
、
資
料
紹
介
の
域
を
で
て
い
な
い
。
氏
の
主
張
は
、
し
か
し
さ
す
が
に
友
子
に
つ
い
て
の
特
別
な
論
文
を
書
い
た
だ
け
あ
っ
て
、
友
子
制
度
と
飯
場
制
度
と
の
混
同
を
さ
け
、
昭
和
期
の
友
子
を
衰
退
期
の
友
子
制
度
と
捉
え
る
歴
史
感
覚
は
あ
る
。
し
か
し
氏
の
主
張
に
は
、
従
来
ど
お
り
友
子
Ⅱ
相
互
救
済
組
織
説
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
昭
和
期
以
前
の
友
子
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
意
見
開
陳
が
あ
そ
う
し
た
事
情
で
わ
た
く
し
は
、
最
近
、
故
左
合
藤
三
郎
が
生
前
に
私
家
版
と
し
て
近
し
い
人
々
に
頒
布
し
た
こ
の
報
告
書
を
、
改
め
て
わ
た
く
し
の
友
子
論
の
立
場
か
ら
昭
和
期
に
お
け
る
友
子
の
実
態
を
解
明
す
る
格
好
の
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
る
わ
け
で
は
な
い
。
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この報告書は、一一一菱鉱業傘下の一一一二の鉱業所・鉱山に、各鉱山の友子の沿革、組織状況、事業・活動状況、経理
状況、鉱業所の友子政策、周辺の友子の状況、友子規約などの参考資料の有無、などについての質問事項を送り、
各鉱山からの回答をそのまま集めて綴ったものであり、結果の分析などはない。
三菱鉱業が、そうした調査を行った理由は、衰退しつつあるとは言え、なお根強く残存している友子について、
実態を把握した上で、本社の最終的な友子政策を決めるためではなかったろうか。
しかしこの報告書は、友子制度についてのきわめて一般的な実態しか明らかにしていないことも事実である。幸い
に
も
昭
和
期
の
日
立
鉱
山
に
お
け
る
友
子
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
次
回
に
は
そ
れ
を
取
り
上
げ
、
か
な
り
具
体
的
な
友
子
の
実
態
（４） 
分析を行う一」とによって、小論の抽象性を補うことにしたい。
注（１）拙稿「足尾銅山における友子制度の変遷」上下、『経済志林」第六○巻、第一・一一号、第三・四号、「別子銅山における
友子制度の変遷」、同誌第六一一巻第一号。「大正期における友子の労働組合化」、同誌第六二巻第一一号。
（
２
）
こ
の
報
告
書
の
正
式
名
は
『
友
子
団
体
調
査
二
係
ル
件
』
で
あ
る
が
、
一
九
五
○
年
代
に
労
務
管
理
史
の
研
究
に
没
頭
し
て
い
た
故
左
合
藤
三郎氏により発見され、左合氏の努力で『友子団体調査報告」、「鉱業資料集・第一集」として、一九八四年に自主出版さ
れ
た
。
幸
い
左
合
氏
の
努
力
で
報
告
書
の
全
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
３
）
大
山
敷
太
郎
「
鉱
業
労
働
と
親
方
制
度
』
、
一
九
六
四
年
刊
、
所
収
。
（
４
）
本
誌
次
号
掲
載
の
「
日
立
鉱
山
の
友
子
資
料
『
永
代
記
録
簿
」
に
み
る
昭
和
期
の
友
子
制
度
の
実
態
」
を
参
照
。
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概
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三
菱
鉱
業
は
、
す
で
に
大
正
中
期
に
友
子
の
労
働
組
合
化
や
労
働
組
合
運
動
の
侵
入
に
た
い
し
て
、
従
業
員
団
体
を
設
立
し
て
、
そ
（１） 
れに対抗した。さらに一二菱鉱業は、昭和期に入って労使関係の合理化の一つの過程として、昭和七年に各鉱山の従
（２） 
業員団体を統一して「協和〈室」を組織して労使間の安定をはかってきた。しかし友子は、必ずしも企業内の組織で
はなく、「協和会」に統合されなかった。もちろんその時点で、三菱鉱業は、左合藤三郎氏が指摘したように「友
（３） 
子団体に対しては、従前から自然消滅化方針の下にその活動を注一息して来た」。しかし実際には、各鉱山の友子の
実態は、各鉱山でかなり異なっており、自ずから鉱業所の対応にもかなり違いがあった。そうした状況を踏まえ
て、三菱鉱業は、統一的な政策を打ちだそうとしたのではないかと思われる。
調査にたいする回答では、調査鉱山一一三鉱山の内、友子組織がもともと存在しなかった思われる九州の五炭鉱と
か
っ
て
は
存
在
し
た
が
い
ま
は
存
在
し
な
い
と
回
答
に
応
じ
て
き
た
カ
ラ
フ
ト
の
炭
鉱
と
北
海
道
の
大
夕
張
鉱
炭
と
槙
峰
、
尾
平
、
東
山の一一一鉱山、さらに朝鮮の二鉱山が具体的な回答に応じなかった。回答に応じた二○鉱の内、すでに一鉱山で友
子
が
消
滅
し
、
三
鉱
山
で
友
子
が
存
在
し
な
い
事
情
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。
結
局
、
詳
し
い
回
答
を
寄
せ
た
の
は
、
一
六
鉱
山
で
報
告
書
は
、
「
一
、
沿
革
（
貴
方
二
於
ケ
ル
同
団
体
ノ
発
生
、
経
過
、
消
長
）
」
に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
た
回
答
に
よ
れ
ば
、
友
子
制
度
の衰退状況と残存状況をよく示している。また、「二、組織、機関（同団体加入資格、組織力ノ強弱、一般労務者
（４） 
ノ関心程度、飯場頭、大小当番等ノ役割）」、「一二、団体員数（職別、在籍労務者トノ比等）」についての回答は、当
時
の
友
子
の
組
織
実
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
友
子
組
織
に
つ
い
て
の
報
告
は
、
当
時
の
友
子
組
織
が
、
す
で
に
相
当
に
衰
退
し
、
組
織
が
辛
う
じ
て
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
か
ら
、
活
動
の
内
容
は
と
も
あ
れ
、
友
子
組
織
と
し
て
も
な
お
か
な
り
し
っ
か
り
と
残
存
し
て
状
態
に
あ
る
二
つ
の
傾
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
あった。
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四、事業状況（集会、取立式、廃役者救済、浪人交際等）、五、経理状況（収入、支出状況、所有財産、事業所
一一於テ交際費取立代行セルャ等）についての回答は、当時の友子の活動の実態をよく示しているが、組織の状態を
反映して、友子の活動の形骸化している組織とそれなりに活動を維持している二つの組織に分かれる。しかし当時
の友子の活動には、かって持っていたような友子による鉱夫の熟練養成の機能は大幅に薄れ、あるいは全く失い、
活動の中心は、伝統的な鉱夫の職能意識に基礎をおく親睦、あるいはそうしたつながりの物質的な現れとして共済
活動に偏っていることがわかる。
まず友子の組織状況を詳しくみておこう。三菱鉱業の幾つかの鉱山では、友子組織は、昭和期に入ってから衰退
注（
１
）
大
正
八
、
九
年
こ
ろ
に
鉱
山
に
お
い
て
従
業
員
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
く
事
情
に
つ
い
て
は
、
左
合
藤
三
郎
氏
や
市
原
博
氏
の
次
の
論
文
が
参
考
に
な
る
。
左
合
「
大
正
期
三
菱
鉱
業
に
お
け
る
従
業
員
団
体
概
要
」
、
秀
村
選
三
先
生
退
官
記
念
論
文
集
『
西
南
地
域
の
史
的
展
開
」
近
代篇所収。市原「戦間期日本の財閥系炭鉱の労使関係」、荻野喜弘編著『戦前期筑豊鉱業の経営と労働」所収。
（２）前掲『友子団体調査報告』、左合氏の解説、二○八頁。
（
３
）
同
右
、
二
○
八
頁
。
（
４
）
同
右
、
九
頁
。
Ⅲ
友
子
制
度
の
消
滅
し
た
鉱
山
ま
た
は
友
子
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
鉱
山
二
友
子
制
度
が
存
在
し
な
い
か
著
し
く
衰
退
し
つ
つ
あ
る
鉱
山
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し
、
昭
和
一
二
年
ま
で
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
当
時
す
で
に
鉱
山
と
し
て
も
か
な
り
衰
退
し
て
い
た
佐
渡
鉱
山
の
友
子
は
、
昭
和
七
年
に
消
滅
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
か
っ
て
友
子
が
存
在
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
宮
崎
県
の
槙
峰
鉱
山
、
尾
平
鉱
山
、
福
島
の
東
山
鉱
山
の
三
鉱
山
で
は
、
調
査
時
点
に
消
滅
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
（１） 
中
鉱
山
で
あ
る
槙
峰
鉱
山
に
お
け
る
友
子
は
、
少
な
く
と
も
大
正
一
一
年
に
存
在
が
確
認
さ
れ
る
が
、
何
時
の
こ
ろ
か
廃
止
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
直
接
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
尾
平
、
東
山
な
ど
の
小
鉱
山
で
も
す
で
に
友
子
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
北
海
道
の
炭
鉱
地
方
で
は
、
友
子
が
な
が
ら
く
残
存
し
た
の
だ
が
、
大
夕
張
炭
鉱
で
は
、
す
で
に
友
子
が
存
在
し
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
明
治
時
代
に
は
、
朝
鮮
の
日
本
系
鉱
山
で
も
友
子
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
三
菱
鉱
業
関
係
の
朝
鮮
の
茂
山
鉱
山
、
朝
鮮
鉱
業
所
で
は
、
す
で
に
友
子
の
存
在
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
（２） 
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
佐
渡
鉱
山
で
は
、
友
子
は
「
昭
和
七
年
遂
二
団
員
ノ
ム
ロ
議
二
依
り
解
散
」
し
た
と
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
報
告
書
は
、
「
昭
和
二
年
健
康
保
険
組
合
ノ
設
立
卜
共
二
団
体
存
立
ノ
意
義
ヲ
弱
メ
、
剰
へ
廃
役
者
救
済
多
ク
経
理
状
態
極
度
一
一
逼
（３） 
（４） 
迫
シ
」
た
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
解
散
時
の
友
子
の
メ
ン
バ
ー
数
は
、
一
一
二
名
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
鉱
業
所
は
、
と
く
に
友
子
に
つ
い
て
の
政
策
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
な
い
が
、
抵
抗
な
く
消
滅
し
た
よ
う
で
あ
る
。
（５） 
ち
な
み
に
友
子
の
存
立
条
件
の
消
失
は
、
す
で
に
詳
し
く
検
討
し
た
よ
う
に
四
点
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
採
鉱
部
門
に
お
け
る
近
代
化
、
旧
型
の
手
労
働
の
採
鉱
熟
練
の
解
体
、
切
羽
で
の
さ
く
岩
機
の
使
用
な
ど
に
よ
り
友
子
の
徒
弟
制
度
に
よ
る
熟
練
鉱
夫
養
成
の
不
要
化
で
あ
る
。
第
二
は
、
不
況
に
よ
る
熟
練
鉱
夫
の
過
剰
に
よ
り
、
友
子
を
通
じ
た
鉱
夫
の
移
動
、
募
集
の
不
要
化
、
ま
た
取
立
制
度
に
よ
る
熟
練
鉱
夫
の
供
給
の
意
義
の
喪
失
、
な
ど
で
あ
る
。
第
三
に
、
労
働
政
策
、
労
務
管
理
政
策
の
進
展
に
よ
り
、
友
子
の
共
済
制
度
の
比
重
が
低
下
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
労
務
管
理
の
充
実
に
よ
り
鉱
業
所
の
友
子
の
自
治
的
機
能
へ
の
依
存
が
低
下
し
た
こ
と
で
あ
る
。
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こ
れ
を
要
約
的
に
言
え
ば
、
鉱
業
所
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
従
来
の
よ
う
に
本
来
的
な
友
子
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
意
義
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
一
般
の
鉱
夫
か
ら
み
て
も
本
来
的
友
子
は
ど
う
し
て
も
従
来
通
り
必
要
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
点
と
第
四
点
が
直
接
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
。
他方、一一一菱鉱業系の比較的あたらしい小鉱山では、はじめから友子の組織化が抑圧されていたらしく、三鉱山で
友
子
の
組
織
が
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
○
年
に
三
菱
鉱
業
の
傘
下
に
入
っ
た
山
形
県
の
南
沢
鉱
山
で
は
、
七
四
名
の
鉱
夫
が
働
い
て
お
り
、
鉱
夫
た
ち
は
改
組
に
際
し
友
子
の
組
織
の
承
認
を
せ
ま
っ
た
が
、
「
鉱
山
側
ノ
拒
否
方
針
ニ
依
り
見
合
セ
ノ
コ
ト
ト
（６） 
ナ
リ
タ
ル
」
と
報
止
ロ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
鉱
業
所
が
、
友
子
を
否
認
し
て
い
る
こ
と
が
、
友
子
の
存
在
し
な
い
理
由
と
い
（７） 
（８） 
えよう。群馬県の根羽沢鉱山でも、一一八名の交際鉱夫がいたが、組織はなかった。宮城県の鎌内鉱山や、綱取鉱山
（９） 
の支山であった《羽沢鉱山でも友子の存在が否定されている。
他
方
こ
の
地
域
の
他
の
企
業
の
鉱
山
で
は
、
友
子
が
依
然
と
し
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
日
本
鉱
業
の
日
坂
鉱
山
で
は
「
会
社
ト
シ
テ
（Ⅲ） 
ハ他二悪傾向モ無ケレバ成行二委セ黙認」していたと報告している。報告聿已は、こうした小鉱山でも、「友子交際
（、）
者
中
ニ
ハ
鉱
山
業
二
従
事
ス
ル
以
上
友
子
ノ
関
係
ハ
断
チ
難
ク
、
他
山
ノ
交
際
モ
致
方
ナ
シ
ト
ノ
観
念
ヲ
固
持
セ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
」
と
述べ、友子組織存続の根強い要求があったことを指摘している。
し
か
し
そ
う
し
た
友
子
の
存
在
意
義
は
、
か
っ
て
の
本
来
の
友
子
の
存
在
意
義
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
小
鉱
山
の
よ
う
に、労働組合もなく、また共済組合もないような場合には、友子の鉱夫が親睦団体として友子を維持しようとした
こ
と
は
、
容
易
に
理
解
し
う
る
。
事
実
南
沢
鉱
山
に
は
、
昭
和
一
○
年
に
三
菱
鉱
業
系
鉱
山
で
一
般
的
に
組
織
さ
れ
た
「
協
和
会
」
と
い
う
鉱
夫
従
業
員
団
体
さ
え
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
伝
統
的
に
親
し
ん
で
き
た
友
子
組
織
を
鉱
夫
た
ち
が
求
め
る
の
は
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。
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多くの鉱山では、友子はかつて大正期の中頃まで隆盛をきわめていたが、大正九年の恐慌以降、また昭和期の鉱
山不況の中で、急激に衰退していった。三菱鉱業では、一一炭鉱で急速な友子の衰退がみられた。報告書は、美唄炭
鉱
と
内
幌
炭
鉱
に
つ
い
て
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
まず北海道の美唄炭鉱からの報告によれば、美唄炭鉱は大正二年に三菱鉱業傘下に入ったが、その時は六○○名
と
は
言
え
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
昭
和
一
○
年
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
小
鉱
山
だ
け
で
な
く
大
鉱
山
で
も
、
友
子
組
織
が
存
在
し
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
友
子
の
必
要
性
が
著
し
く
低
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ａｎａ官下宕官Ｔ百百丁注
里一〆、-／、-〆、－〆、=〆、.／￣、_〆、_〆、=〆、_〆、＿〆
②
友
子
制
度
の
極
度
に
衰
退
し
て
い
る
鉱
山
同
右
、
一
六
三
同右、二一一頁。
同右、二一一頁。
同右、二七頁。
同右、一六一頁。
同右、’六頁。
前掲拙稿「足尾銅山における友子制度の変遷（下）」、三○八頁以下。
前
掲
『
友
子
団
体
調
査
報
告
』
、
一
二
頁
。
同
右
、
二
六
頁
。
前
掲
『
友
子
団
体
調
査
報
告
」
の
一
七
頁
に
は
、
槙
峰
鉱
山
の
大
正
二
年
の
取
立
状
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同右、一五頁。
同右、一五頁。
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の友子会員がいた。その後も友子の発展は目覚ましかったが、大正九年の恐慌の翌年から衰退がはじまり、「昭和
六
年
以
降
数
次
ノ
炭
界
不
況
二
因
ル
労
銀
低
下
並
人
員
淘
汰
ノ
為
メ
漸
次
交
際
人
減
少
シ
、
尚
斯
種
団
体
ノ
重
要
ナ
ル
支
援
者
タ
リ
シ
（１） 
私設鉱夫寄宿舎（世話方）ノ廃止ニョリ全ク凋落」した。当時一一つの友子組織があったが、全体の炭鉱従業員が一
○
四
五
名
ほ
ど
の
中
で
、
友
子
の
会
員
は
五
五
名
に
と
ど
ま
り
、
友
子
の
組
織
率
は
、
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
報
告
書は、ここの友子組織は「形骸ヲトドムルー一過ギザル状態ナリ」と指摘し、「加盟者自身存続二付熱烈ナル意思調
（２） 
メ難シ」、「一般ノ労務者ノ関心程度」は「殆ド其存在ヲサエ知ラレズ」と報生□している。
友
子
衰
退
の
理
由
に
つ
い
て
、
報
告
書
は
、
鉱
業
所
の
友
子
抑
圧
政
策
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
友
子
団
体
ハ
相
当
弊
害
ヲ
誘
致
シ
、
労
務
統
制
上
支
障
ヲ
生
ジ
面
白
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
当
所
ハ
夙
二
其
ノ
頽
勢
ヲ
図
リ
、
親
和
会
（
協
和
会
ノ
前
身
）
創
立
、
健
康
保
険
法
施
行
等
ニ
ョ
リ
相
当
有
利
転
換
ノ
便
ト
ナ
シ
自
然
消
滅
ヲ
策
シ
ク
ル
結
果
、
現
在
僅
二
其
（３） 
ノ名ヲトドムルニ過ズ」。ここで自然消滅を策すと一一一一回っていることを、文字どおりに鉱業所が、友子にたいして手
を
こ
ま
ね
い
て
何
も
し
な
い
で
、
た
だ
見
て
い
た
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
明
ら
か
に
鉱
業
所
は
、
明
治
後
期
あ
た
り
か
ら
、
友
子
に
関
心
を
示
し
、
友
子
の
企
業
内
化
と
労
務
管
理
へ
の
協
力
を
求
め
て
き
た
。
特
に
大
正
末
か
ら
の
合
理
化
の
過
程
で
、
従
業
員
団
体
を独自に組織して自立的な友子にたいしては、警戒の態度をとり、また友子組織の支えになっていたかっての飯場
（４） 
制
度
の
変
型
で
あ
る
「
私
設
鉱
夫
寄
宿
全
ロ
（
世
話
方
）
」
を
廃
止
し
た
り
、
す
で
に
歴
史
的
な
使
命
を
終
え
た
友
子
の
解
体
を
陰
に
陽
に策してきたと言わなければならない。
樺
太
の
内
幌
炭
鉱
も
同
じ
傾
向
だ
っ
た
。
報
告
書
は
、
内
幌
炭
鉱
で
は
、
昭
和
九
年
に
友
子
が
組
織
さ
れ
、
当
初
二
三
○
名
い
た
会
員数は、その後衰退し、昭和一二年には、六五名に急激に縮小し、在籍者八八三名の五・七。ハーセントにすぎず、
（５） 
「
衰
勢
ニ
在
り
」
と
報
告
し
て
い
る
。
衰
退
の
直
接
の
理
由
は
、
報
告
聿
已
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
鉱
業
所
が
、
新
し
く
鉱
夫
を
採
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他
方
で
鉱
山
に
よ
っ
て
は
、
友
子
組
織
が
な
お
相
当
の
人
員
を
組
織
し
て
根
強
く
残
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
い
な友子は、組織としては、依然として多くの鉱山に一般的に残っていたと言わなければならない。これには、｜一つ
用
す
る
と
き
は
、
友
子
に
「
加
入
セ
シ
メ
ザ
ル
方
針
ヲ
執
り
、
…
…
自
然
消
滅
ヲ
図
ラ
ン
ト
」
し
た
り
、
「
取
立
式
ハ
現
在
ヲ
行
ハ
シ
（６） 
メズ」と一一一一口った友子抑圧政策をとったことである。
以
上
の
よ
う
に
、
友
子
組
織
が
著
し
く
衰
退
し
て
き
て
い
る
鉱
山
が
、
二
つ
の
炭
鉱
で
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
友
子
の
顕
著
な
衰退の大きな直接の理由として、鉱業所がはっきりと友子制度の弊害を認識し、友子廃止の必要を認め、友子抑圧
政
策
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
注（１） 
（５）同右、
（６）同右、
（３）同右、
（
４
）
同
右
、
（２）同右、
Ⅲ
友
子
の
別掲『友子団体調査報告」、二八頁。
三
友
子
組
織
の
根
強
く
残
存
し
て
い
る
鉱
山
四三二二二
○八八九九
頁頁頁頁頁
ＯＯＯＯ○ 
組
織
率
と
衰
退
状
況
表１友子の組織率の、函
(昭和１２年現在）
友子の職種別人員と組織率
さく石
(内坑夫）
人％人９６
４７（１２） 
人％
人
1,119 
(1,820） 
1,297 
1,321 
人
252 
546 
308 
144 
人９６
１４（100） 
人９６
１１９（８２） 
人％
1４（100） 
96 
33.2 
30.2 
23.7 
10.9 
明延鉱山
尾去沢鉱山
細倉鉱山
生野鉱山
宝鉱山
鷲合森鉱山
荒川鉱山
手稲鉱山
出石鉱山
綱取鉱山
金谷川鉱山
雄別炭鉱
茂尻炭鉱
尺別炭鉱
6１（６５） 
3７（１０） 
６（３８） 
(100） 
（５８） 
（７７） 
９
８
４
８
８
 
２
 
１
１
 
(100） 
（８９） 
（９３） 
（５３） 
(100） 
(189） 
１７１ 
３３３ 
４１０ 
１７８ 
104 
８０ 
１４１ 
１６７ 
５７ 
８
８
３
０
０
 
■
●
●
●
●
 
７
６
２
１
２
 
５
４
４
４
３
 
７
０
７
 
２
２
１
 
(;ﾙ； 
〔7６（78)〕
L_壁１－Ｌ
〔3１（97)〕
〔1９（95)〕
４（２９） 
３
３
６
 
１
３
４
 
（２６） 
（５２） 
（４４） 
（８２） 
２（４） 
3８ 
２（100） 
〔204（30)〕
〔9０（27)〕
９０ 
７９ 
２９７ １６２ 
〔8７（61)〕
注Ｌ『友子団体調査二係ル件」より作成。
２．職種別区分で，〔〕でくくったものは，金属鉱山では，坑夫の中にさく岩夫が含まれており，炭鉱では，もともとさく岩夫の分類がな
く，また後山もここに含まれている。また主要でない職種は省いた。
３．従業員数で（）で示したものは，組織率から従業員数を推計したものである。
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も
っ
と
も
友
子
の
組
織
率
は
、
明
治
期
に
お
い
て
は
、
近
代
的
な
大
鉱
山
で
は
、
間
接
部
門
の
鉱
夫
が
増
え
る
の
で
熟
練
鉱
夫
を
中
心
と
し
た
友
子
の
組
織
率
は
低
く
な
り
、
小
鉱
山
で
は
、
逆
に
間
接
部
門
が
小
さ
く
組
織
率
は
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
表
１
に
現
れ
た
各
鉱
山
の
組
織
率
は
、
大
鉱
山
で
は
明
延
鉱
山
、
尾
去
沢
鉱
山
で
従
来
並
、
細
倉
、
生
野
両
鉱
山
で
低
下
ぎ
み
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
他
方
中
小
鉱
山
で
は
、
組
織
率
が
か
な
り
高
い
が
、
友
子
の
一
般
的
な
衰
退
傾
向
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
逆
に
組
織
の
の
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
全
体
と
し
て
の
組
織
率
も
、
坑
内
夫
の
組
織
率
も
低
く
な
っ
て
い
る
鉱
山
、
も
う
一
つ
は
、
全
体
と
し
て
、
友
子
会
員
数
が
多
い
か
、
全
体
と
し
て
は
組
織
率
は
低
い
が
、
坑
内
夫
の
組
織
率
が
か
な
り
高
い
鉱
山
で
あ
る
。
表
１
は
、
友
子
会
員
数
と
組
織
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
全
体
と
し
て
友
子
の
組
織
率
の
高
か
っ
た
鉱
山
を
あ
げ
れ
ば
、
概
し
て
中
金
属
鉱
山
で
、
宝
鉱
山
は
、
五
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
て
い
る
。
つ
い
で
鷲
合
森
鉱
山
の
四
六
・
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
手
稲
、
荒
川
の
両
鉱
山
は
四
一
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
小
鉱山でも綱取鉱山、五六・五。ハーセント、金谷川鉱山、四三・七パーセントで、組織率はかなり高い。他方大鉱山
では、概して組織率は低く、相対的に高い明延鉱山は、一一一三・一一。ハーセント、尾去沢鉱山がそれに近く、生野鉱山
は
、
一
○
・
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
非
常
に
低
い
。
細
倉
鉱
山
が
二
三
・
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
そ
の
中
間
で
あ
る
。
炭
鉱
は
、
中
炭
鉱
の
尺
別
炭
鉱
で
五
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
組
織
率
が
高
く
、
雄
別
炭
鉱
も
四
○
・
四
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
高
く
、
茂
尻
炭
鉱
で
一
一
一
・
一
・
ハ
ー
セ
ン
と
言
え
よ
う
。
他
方
中
‐
活
性
化
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
全
体
と
し
て
の
組
織
率
と
は
別
に
採
鉱
夫
、
採
炭
夫
な
ど
坑
内
熟
練
鉱
夫
の
組
織
率
を
見
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
友
子
が
伝
統
的
に
は
熟
練
鉱
夫
を
中
心
と
し
た
同
職
組
合
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
反
映
し
て
熟
練
鉱
夫
の
組
織
率
が
非
常
に
高
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
大
鉱
山
の
明
延
鉱
山
は
、
全
体
と
し
て
も
友
子
の
組
織
率
は
高
い
ほ
う
だ
が
、
坑
夫
と
分
類
さ
れ
て
い
る
採
鉱
夫
は
、
組
卜
で
か
な
り
低
い
。
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さ
て
全
体
と
し
て
み
る
と
、
友
子
の
組
織
率
は
ま
だ
に
か
な
り
高
く
、
友
子
の
残
存
傾
向
が
著
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
報
告書によれば、そうした表面的な数字とは別に、友子は、依然として組織の強固さが指摘されているところもある
が
、
一
般
的
に
見
れ
ば
、
衰
退
を
深
め
、
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
鉱
山
が
圧
倒
的
に
多
い
。
相
変
わ
ら
ず
友
子
が
強
力
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
鉱
山
は
、
細
倉
鉱
山
、
茂
尻
炭
鉱
、
雄
別
炭
鉱
の
三
鉱
山
く
ら
い
で
あ
る
。
例えば細倉鉱山の友子について、報告書は、「同山友子同盟ハ相当歴史古キモノ故」、友子廃止の方針に係わらず、
（１） 
友子にたいする「関心相当深キモモノ如ク」、「精神的結合力依然強固ナリ」と指摘している。
茂
尻
炭
鉱
の
友
子
組
織
は
、
「
会
員
数
ノ
漸
減
シ
ッ
ッ
ア
ル
事
ハ
前
述
ノ
通
ナ
ル
モ
、
其
組
織
カ
ニ
於
テ
ハ
、
前
者
（
自
友
子
）
ハ
＋、高かった。し上
じ
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
織率一○○。ハーセント（一四名）、さく岩夫は、八二。ハーセント（一一九名）である。他方坑内の運搬夫は、一二
．ハーセント（四七名）であった。他方生野鉱山では、さく岩夫の組織率は、六五パーセント（六一名）で、坑夫も
三八。ハーセント（六名）、運搬夫一○．ハーセント（’一一七名）であった。
し
か
し
生
野
鉱
山
を
例
外
と
し
て
、
他
の
金
属
鉱
山
は
、
坑
内
の
採
鉱
夫
、
さ
く
岩
夫
、
支
柱
夫
な
ど
熟
練
的
な
鉱
夫
の
組
織
率
は相当高く、採鉱夫（さく岩夫を含む）が七八パーセント（七六名）、支柱夫が五六。ハーセント（一八名）にすぎ
な
か
っ
た
手
稲
鉱
山
を
別
に
す
れ
ば
、
他
の
鉱
山
は
み
な
組
織
率
は
八
、
九
割
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
友
子
が
あ
く
ま
で
熟
練
鉱
夫
を
中
心
と
し
た
同
職
組
合
で
あ
っ
た
歴
史
的
な
本
質
を
反
映
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
後
に
も
ふ
れ
る
よ
う
に
、
友
子
が
共
済
機
能
に
特
化
し
な
が
ら
も
、
決
し
て
単
な
る
共
済
組
合
で
は
な
か
っ
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。
な
お
炭
鉱
で
は
事
情
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
尺
別
炭
鉱
で
は
、
一
般
に
友
子
の
組
織
率
が
高
か
っ
た
よ
う
に
、
坑
内
夫
の
組
織
率
も
高
か
っ
た
。
し
か
し
雄
別
、
茂
尻
の
両
炭
鉱
で
の
組
織
率
は
、
支
柱
夫
は
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
採
炭
夫
で
は
三
割
前
後
に
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（６） 
慨シーナ弱ク」と。
取鉱山に同じ、
の指摘はない。
（２） 
後
者
（
渡
り
友
子
）
二
比
地
シ
相
当
根
強
キ
モ
ノ
ア
リ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
渡
友
子
の
組
織
は
衰
退
し
て
い
る
が
、
自
鉱
夫
の
友
子
は
な
お
根
強
く
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
雄
別
炭
鉱
に
つ
い
て
は
、
「
組
織
力
相
当
強
ク
、
労
務
者
ノ
関
心
程
度
亦
相
当
強
（３） 
キ模様ナルモ、対抗意識、策動等ナシ」‐と指摘されている。
他方報告書は、組織率の高さにも係わらず、友子の衰退傾向についてどの鉱山についても言及している。
明延鉱山の友子組織について、「以前ハ会社卜労務者一一於ケル唯一ノ団体交渉機関トシテ労務者間二相当ノ勢力
ヲ有シ、且シ職親子ノ交渉ヲ厚クシ居リタルモ、組織力強固ナリシモ、現在一一於テハ単ナル相互扶助機関トシテ存
（４） 
在セルニ止マリ漸次薄弱トナレリ。」１と指摘している。尾去沢鉱山については、「同盟組織ハ目ラ其ノ存在理由ヲ失
（５） 
ヒッッアル現状ニシーナ、加入希望者ハ年々減少シッッアリ」と。生野鉱山については、「近時事業主ノ給済制度完
備一一伴上存在意義殆ンドナク、一般労務者モ交際所二対シテハ往時ノ遺物視シ関心極メテ簿シ。交際所ノ組織力ハ
以
上
の
大
鉱
山
に
た
い
し
て
、
中
小
鉱
山
に
つ
い
て
み
る
と
、
手
稲
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
「
永
年
二
亘
リ
鉱
山
稼
ギ
ヲ
為
シ
ッ
ッ
ア
（７） 
ル者ヲ除キ一般二無関心ノ状態ニーナ、交際金ノ徴収モ滞納者相当アリテ成績上ラズ、財政薄弱ナリ」、荒川鉱山に
つ
い
て
は
、
「
時
代
ノ
推
移
二
伴
イ
漸
次
其
ノ
組
織
カ
ヲ
失
イ
ッ
ッ
ア
ル
ガ
如
ク
思
料
セ
ラ
レ
ル
ガ
、
特
二
近
時
ハ
該
鉱
夫
ノ
出
入
極
メ
テ
僅
少
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ガ
活
動
ト
シ
テ
特
記
ノ
モ
ノ
ナ
ク
、
一
種
ノ
遺
物
卜
見
ル
方
妥
当
ナ
ル
ベ
ク
、
組
織
力
強
大
ト
ハ
為
シ
難
（８） 
（９） 
夕、ン」と報告されている。綱取鉱山については、「事業運営状況殆ド見ペキモノナシ」、鷲合森鉱山については、綱
取
鉱
山
に
同
じ
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
小
鉱
山
に
つ
い
て
は
、
特
に
友
子
の
衰
退
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
が
、
活
発
だ
っ
た
と
以
上
の
よ
う
に
こ
の
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
一
部
の
鉱
山
で
は
友
子
組
織
は
、
な
お
強
力
に
残
存
し
て
は
い
る
と
は
い
え
、
全
体
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を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
友子の活動は、本十
友子組織の著しい残存は、友子活動の著しい残存と誤解されやすい。以上に指摘した友子組織の残存傾向は、し
か
し
以
前
の
よ
う
な
本
来
の
友
子
の
活
動
の
残
存
を
そ
の
ま
ま
意
味
し
な
い
。
次
に
当
時
の
友
子
の
活
動
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
し
て
見
れ
ば
、
友
子
組
織
の
衰
退
傾
向
は
は
っ
き
り
と
窺
え
、
す
で
に
友
子
組
織
の
消
滅
し
た
鉱
山
も
あ
り
、
ま
た
ほ
ん
の
ひ
と
に
ぎりの会員があるだけの鉱山もある。また友子組織の強力な鉱山でも、近年急速に組織の衰退が顕著になってきて
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
５百ＴＦＦ万百百丁注
、－／、－〆、－／、‐〆、－〆Ｎ_〆Ｎ－／、－〆垣_'
②
友
子
活
動
の
衰
退
状
況
同同同同同同同同
右右右右右右右右
、、、、、、、、
前掲「友子団体調査報告』、
同右、六五頁。
八四頁。
五一頁。
一一○頁。
’○三頁。
一三五頁。
’四四頁。
一六○頁。
本来的には、第一に、取立制度による鉱夫の技能養成、第二に、相互扶助、あるいは共済活動、
一七頁。
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報
告
書
は
、
一
般
的
に
昭
和
期
の
友
子
の
活
動
が
、
本
来
的
な
活
動
を
す
べ
て
行
う
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
共
済
活
動
や
親
睦
の
維
持
に
傾
き
、
活
動
そ
の
も
の
は
停
滞
な
い
し
形
骸
化
し
て
き
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
例えば、友子組織の強固な残存が指摘されている雄別炭鉱の友子の場合でも、「単二救済ヲ目的トシ活動慨シテ
（１） 
穏健ニテ」と一一一一口われ、またこの友子組織の前身である然別坑と中ノ沢坑の両友子は合併して昭和四年に「互助団両
（２） 
友子」と称したと指摘されている。これは、友子が自らを共済的組織を自認したことを意味している。
こ
う
し
た
指
摘
は
、
細
倉
鉱
山
の
友
子
の
活
動
に
も
み
ら
れ
る
。
報
告
書
は
、
「
労
務
者
ノ
関
心
相
当
深
キ
モ
ノ
ノ
如
ク
、
疾
病
．
（３） 
死亡ノ救済二付テハ歓、心ヲ以テ迎へラレ居」と指摘している。
生
野
鉱
山
の
友
子
の
活
動
で
は
、
大
正
九
年
に
「
全
国
友
子
同
盟
ノ
自
然
崩
壊
ヲ
見
越
シ
、
全
国
鉱
山
二
回
章
ヲ
発
シ
テ
全
国
的
交
（４） 
際ヲ絶チタル」曰ヲ通知シ、爾後山内限リノ交際共助ヲ為スニ止メ今日二及ブ」と報告されている。生野鉱山の友子
は
、
友
子
の
箱
元
交
際
を
絶
つ
宣
言
を
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
、
生
野
鉱
山
の
友
子
が
、
従
来
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
登
山
浪
人
鉱
夫
に
一
宿
一
飯
を
施
し
た
り
、
奉
願
帳
を
も
っ
て
登
山
し
て
く
る
浪
人
鉱
夫
に
寄
付
を
与
え
た
り
し
な
い
で
、
友
子
の
交
際
を
企
業
内
に
限
定
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
生
野
鉱
山
の
友
子
は
、
「
近
時
事
業
主
ノ
給
済
制
度
完
備
二
伴
イ
存
在
意
義
殆
ン
ド
ナ
ク
、
一
般
労
務
者
モ
交
際
所
二
対
シ
テ
ハ
往
時
ノ
遺
物
視
シ
関
心
極
メ
テ
簿
シ
。
交
際
所
ノ
組
織
カ
ハ
慨
シ
テ
弱
ク
、
只
冠
婚
、
葬
祭
等
ノ
場
合
交
際
人
相
互
ノ
労
力
補
（５） 
助二依り比較的親密ナ関係ヲ見ラルルノミ」と一一一三われるような状態であった。
第
三
に
、
労
働
市
場
へ
の
干
渉
、
労
働
移
動
の
促
進
と
需
給
調
整
、
第
四
に
、
生
活
、
労
働
秩
序
の
自
治
的
維
持
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
す
で
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
明
治
末
期
、
大
正
期
を
通
じ
て
少
し
ず
つ
変
化
し
て
た。一
きた。
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以上のように、昭和期の友子は、その活動を共済的なものに大きく制限してきていることがわかる。かって友子
の
活
動
を
友
子
間
の
い
わ
ゆ
る
箱
元
交
際
と
呼
ば
れ
る
企
業
外
に
係
わ
る
活
動
に
も
力
を
注
い
だ
の
だ
が
、
昭
和
期
の
友
子
の
活
動
は、奉願帳交際のような活動に否定的である。その典型は、生野鉱山の友子であり、すでに指摘したように、生野
鉱
山
の
友
子
は
、
大
正
九
年
に
全
国
に
回
状
を
廻
し
て
、
箱
元
交
際
を
拒
否
し
た
。
奉願帳制度の拒否は、細倉鉱山の友子規約に見られる。細倉鉱山の昭和一○年改正の友子規約には、奉願帳に準
（９） 
（、）
じた寄付帳の制度が廃止されており、それに先立ち奉願帳制度がすでに不ロ定されていたことがわかる。
昭
和
期
の
友
子
は
、
以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
そ
の
活
動
を
共
済
活
動
に
、
し
か
も
企
業
内
の
共
済
活
動
に
特
化
し
て
き
た
の
で
あ
るが、その共済活動の内容は、労働政策的には、昭和二年から実施された健康保険組合制度による救済活動、さら
に大正五年から始まった「鉱夫労役規則」による鉱夫扶助、さらに労務政策的には、企業主催の共済組合制度、従
業員団体の実施する共済制度などにより、著しく重要さの低いものとなり、従来友子だけが実施していた共済活動
の独自性と優位性を著しく失うことになった。
次に友子の活動として最も重要だった取立制度についてみると、以前に指摘したように、取立制度は、鉱夫の技
能養成制度の性格を、大正初期から少しずつ失い、大正九年の大恐慌以後の鉱山合理化、鉱内の機械化によって、
明延鉱山の友子については、昭和七年に鉱山が盛況となって友子の会員も増えたため、「組織力強固ナリシモ、
（６） 
現在二於一ナハ単ナル相互扶助機関トシーナ存在セルニ止リ漸次衰弱トナレリ」と報告されている。また荒川鉱山の友
子については「極メテ漫然夕ル儀礼的交際寄合」であり、「取立式以外ノモノハ漸ク形式ヲ保チ居ルー一過ギ」ぬと
（７） 
（８） 
指摘されている。綱取鉱山の友子については、「旧来ノ因習ニ依り相互扶助的事項ヲ扱フモノニ過ギズ」と指摘さ
れている。
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従
来
友
子
が
厳
し
い
徒
弟
制
度
を
通
じ
て
持
っ
て
い
た
後
輩
鉱
夫
の
技
能
養
成
機
能
を
、
大
幅
に
失
っ
た
。
報
告
書
は
、
組
織
の
残
存
箸
し
い
鉱
山
に
お
け
る
取
立
制
度
の
鉱
夫
技
能
養
成
の
側
面
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
お
ら
ず
、
す
で
に
昭
和
期
の
友
子
の
取
立
制
度
は
、
そ
う
し
た
機
能
を
殆
ど
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
綱
取
鉱
山
で
は
、
昭
和
二
年
（ｕ） 
以来取立式が行われなかったこと、出石鉱山では昭和五年、一○年に行われただけだったことが指摘されている。
し
か
し
一
般
的
に
は
他
の
鉱
山
で
は
ほ
ぼ
毎
年
取
立
式
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
立
式
は
、
会
員
の
補
充
上
不
可
欠
で
あ
る
が
、
取
立
式
の
実
施
が
そ
の
ま
ま
鉱
夫
の
技
能
養
成
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
昭
和
期
の
友
子
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
、
ま
だ
採
鉱
夫
や
採
炭
夫
を
中
心
に
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
わ
た
く
し
は
こ
の
事
実
か
ら
、
特
に
金
属
鉱
山
の
友
子
は
、
若
干
と
は
言
え
、
採
鉱
夫
の
技
能
養
成
に
係
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
と
言
う
の
は
、
採
鉱
の
労
働
は
、
鉱
山
が
近
代
化
さ
れ
た
と
は
言
え
、
熟
練
性
を
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
さ
く
岩
夫
に
よ
る
機
械
の
使
用
が
生
じ
た
と
は
え
い
、
さ
く
岩
労
働
も
多
分
に
熟
練
を
要
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
鉱
山
は
、
採
鉱
夫
の
熟
練
養
成
の
必
要
は
そ
れ
な
り
に
維
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
基
本
的
に
は
、
そ
う
し
た
機
能
は
、
昭
和
期
の
段
階
で
は
鉱
業
所
の
果
た
す
べ
き
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
友
子
が
な
お
存
在
し
、
採
鉱
夫
が
な
お
非
常
に
高
い
組
織
率
で
（、）
友
子
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
友
子
が
後
輩
の
技
能
養
成
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
関
与
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
従来わたくしは、そうした点を軽視してきたように思えるが、今回の昭和期の友子分析で、当時の友子が相変わ
らず採鉱夫を中心にしていることに注目すると、当時の友子の熟練養成機能の残存も指摘できるように思われる。
昭
和
期
の
友
子
の
活
動
で
、
労
働
移
動
と
熟
練
鉱
夫
の
供
給
調
整
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
従
来
の
活
動
で
活
発
で
あ
っ
た
浪
人
制
度
に
つ
い
て
報
告
書
は
、
何
か
特
別
の
報
告
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
浪
人
制
度
と
は
、
熟
練
鉱
夫
が
鉱
山
を
移
動
す
る
場
合
に
、
各
鉱
山
の
友
子
交
際
所
を
訪
ね
て
、
職
の
紹
介
を
受
け
、
職
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
一
宿
一
飯
の
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便宜を受け、饅別をもらって他の鉱山に移動する制度である。こうした鉱夫の労働移動を促進し、ある程度保障し
よ
う
と
す
る
こ
の
浪
人
制
度
は
、
著
し
い
労
働
移
動
を
前
提
に
し
て
い
た
。
し
か
し
大
正
九
年
の
大
恐
慌
以
後
は
、
労
働
力
の
過
剰
が
一般的になり、労働移動は著しく停滞し、鉱夫たちは同一鉱山に固定的に働くようになってきた。したがってこう
した労働市場の変化した状況では、浪人制度の衰退は必然であった。
例
え
ば
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
手
稲
鉱
山
の
報
告
に
「
特
二
近
時
ハ
該
鉱
夫
ノ
出
入
極
メ
テ
僅
少
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ガ
活
動
ト
シ
テ
（旧）
特記ノモノナク、一種ノ遺物卜見ル方妥当ナルベク」とあるのは、労働移動がなくなったことによる浪人制度の一艮
退
を
直
接
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
。
熟
練
鉱
夫
の
供
給
を
規
制
し
て
い
た
取
立
制
度
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
熟
練
鉱
夫
の
養
成
機
能
を
基
本
的
に
失
っ
た
の
で
、
熟
練
鉱
夫
の
供
給
を
規
制
す
る
機
能
も
失
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
友
子
が
経
営
か
ら
自
立
的
に
存
在
し
な
い
以
上
、
取
立
制
度
が
、
熟
練
鉱
夫
の
供
給
を
調
節
す
る
作
用
も
も
は
や
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
新
た
に
友
子
に
加
入
す
る
こ
と
さ
え
、
多
く
の
鉱
山
で
抑
圧
さ
れ
て
い
た
。
熟
練
鉱
夫
の
多
く
が
な
お
友
子
に
加
入
し
て
お
り
、
新
た
に
採
鉱
夫
に
な
ろ
う
と
す
る
鉱
夫
た
ち
が
、
友
子
に
加
入
し
て
い
る
と
は
い
え
、
友
子
自
体
の
熟
練
養
成
機
能
が
失
わ
れ
て
い
る
以
上
、
労
働
市
場
や
直
接
経
営
に
た
い
す
る
熟
練
鉱
夫
の
供
給
を
規
制
す
る
側
面
は
、
も
は
や
全
く
失
わ
れ
た
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
友
子
の
自
治
的
な
性
格
は
、
鉱
山
内
の
生
活
・
労
働
の
秩
序
化
に
役
だ
っ
て
き
た
が
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
こ
う
し
た
面
の
活
動
も
著
し
く
形
骸
化
し
衰
退
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
友
子
の
組
織
そ
の
も
の
は
、
友
子
が
反
経
営
的
に
な
ら
ず
一
定
の
秩
序を維持しているかぎり、経営者の労務管理にとって意義があった。
鉱
山
経
営
者
は
、
明
治
末
年
こ
ろ
ま
で
ま
だ
充
分
な
労
務
管
理
の
シ
ス
テ
ム
も
経
験
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
足
尾
銅
山
の
鉱
夫
暴
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動
、
そ
し
て
友
子
が
労
働
組
合
化
し
ま
た
労
働
組
合
と
同
じ
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
あ
る
と
気
が
付
い
た
鉱
山
経
営
者
は
、
友
子
制
度
（ｕ） 
の保持している自治的な機能に警戒し、足尾銅山を先進的な事例として、別子銅山、一二丼砂川炭鉱などで友子を従
業
員
組
織
の
中
に
包
摂
し
た
り
、
友
子
に
た
い
し
て
干
渉
し
友
子
を
企
業
側
に
引
き
寄
せ
、
労
務
管
理
の
末
端
組
織
に
し
、
労
働
組
合
浸
透
の
防
波
堤
の
一
つ
に
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
友
子
に
た
い
す
る
干
渉
は
、
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
に
鉱
業
所
の
友
子
政
策
に
つ
い
て
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
鉱
業
所
は
、
友
子
の
自
立
化
を
抑
圧
す
る
た
め
に
、
常
に
友
子
の
動
向
を
監
視
し
、
暴
走
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
生
野
鉱
山
で
は
、
「
従
来
統
制
上
交
際
所
ノ
会
合
等
ハ
必
ズ
事
前
一
一
届
出
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ト
共
二
、
鉱
山
係
員
モ
（旧）
必ズ之二臨席シ、尚経営二関シーナハ常二労務係卜連絡セシメ萬遺漏ナキヲ期ス」と指摘されている。こうした方針
は
、
生
野
鉱
山
の
友
子
が
鉱
業
所
か
ら
監
視
さ
れ
、
大
き
な
制
約
を
受
け
、
企
業
内
化
の
傾
向
を
十
分
に
示
唆
し
て
い
る
。
生
野
鉱
山
の
支
山
で
あ
っ
た
明
延
鉱
山
で
も
、
同
じ
よ
う
な
政
策
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
当
方
交
際
所
ハ
極
メ
テ
円
満
一
一
交
際
人
相
互
間
ノ
扶
助
ヲ
為
シ
、
集
合
其
他
総
テ
労
務
係
一
一
諒
解
ヲ
求
メ
係
員
立
会
シ
事
業
ヲ
遂
行
セ
ル
ニ
付
キ
、
現
在
二
於
テ
ハ
何
等
弊
害
ヲ
（旧）
認
ム
ル
点
ナ
キ
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
期
の
友
子
は
、
あ
る
程
度
目
治
的
に
存
在
し
た
と
し
て
も
、
一
様
に
経
営
に
た
い
し
て
対
立
的
な
性
格
は
持
っ
て
い
な
かったと指摘できる。すでに引用したことであるが、友子組織の強く残存する雄別炭鉱でも友子は「該シテ穏健二
（Ⅳ） 
一
ナ
」
「
対
抗
意
識
、
策
動
ナ
シ
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
反
抗
的
な
友
子
の
存
在
余
地
は
、
労
働
組
合
で
さ
え
殆
ど
存
在
で
き
な
か
っ
た
昭
和
期
に
も
と
も
と
あ
り
よ
う
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
友
子
組
織
は
、
熟
練
鉱
夫
の
結
束
力
の
硬
い
組
織
と
し
て
、
労
務
管
理
の
た
め
に
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
昭
和
期
に
ま
で
友
子
が
残
存
し
た
一
つ
の
大
き
な
理
由
が
そ
の
点
に
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
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以上のように、報告書は、組織のかなり強く残存している鉱山の友子の活動については、はっきりと衰退傾向を
指
摘
し
、
ま
た
友
子
の
活
動
が
共
済
活
動
や
親
睦
的
な
面
に
一
面
化
し
、
財
政
的
な
困
難
化
や
鉱
夫
の
友
子
へ
の
無
関
心
化
の
傾
向
を
確認している。
である。165百７百百才百百丁注昌一〆、-ン、－〆、‐'、-〆、=〃、－〆、-〆、－／、＿〆
同右、’四四頁。
同
右
、
一
六
二
頁
。
同右、一二五頁。
奉願帳については、すでに詳しく論じたことがあるが（拙稿「鉱夫の自主的労災救済制度の一考察Ｉ明治末・大正初期
の友子の奉願帳制度の実態Ｉ」、『経済志林」第五八巻第一・二合併号）、奉願帳の発行は、｜般的には大正末から昭和初
年に減少し始めたが、その後も奉願帳の存在が各地の鉱山で発見されており、細々と奉願帳制度が長らえていたようであ
る。奉願帳が何時ごろから廃止されたか、一般的にはわからないが、日立鉱山では、他山からの奉願帳もちの登山と彼ら
への寄付は否定されていないが、自山では、すでに昭和四年の記録には奉願帳の発行は記録されておらず、奉願帳制度に
代わって、特別救済制度が行われ、もっぱら日立鉱山の友子鉱夫が労働能力を喪失した時に、従来奉願帳を発行したと同
じ
手
続
き
で
、
救
済
金
を
贈
与
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
山
の
友
子
を
回
っ
て
寄
付
を
仰
ぐ
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
同同同同同
右右右右右
、、、、、
前
掲
『
友
子
団
体
調
査
報
告
』
、
五
三
頁
。
五○頁。
二
七
頁
。
一○二頁。
一○三頁。
一一○頁。
’四四頁。
一六二頁。
一二五頁。
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報
告
書
は
、
各
鉱
業
所
の
友
子
対
策
に
つ
い
て
回
答
を
よ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
詳
し
い
も
の
で
は
な
く
、
簡
単
な
方
針
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
各
鉱
業
所
の
友
子
に
た
い
す
る
方
針
は
、
一
般
的
に
み
て
積
極
的
に
友
子
を
支
援
し
た
り
、
利
用
し
た
り
す
る
も
の
は
な
く
、
が
い
し
て
否
定
的
な
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
注
意
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
各
鉱
山
に
お
け
る
友
子
の
歴
史
的
な
事
情
も
あ
っ
て
、
鉱
山
ご
と
に
友
子
政
策
に
若
干
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
特
に
友
子
組
織
が
残
存
し
て
い
る
各
鉱
業
所
の
一
般
的
な
政
策
に
は
、
第
一
に
、
友
子
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
意
識
し
て
か
な
り
否
定
的
に
対
応
す
る
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
ケ
ー
ス
と
、
友
子
は
ほ
と
ん
ど
問
題
の
な
い
組
織
と
し
て
認
識
し
傍
観
し
て
い
る
ケ
ー
ス
の
二
通
り
が
あ
る
。
友
子
に
た
い
す
る
鉱
業
所
の
対
応
は
、
友
子
を
公
認
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
会
費
の
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
取
立
式
を
公
認
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
な
ど
に
と
っ
て
判
断
で
き
る
。
（Ⅱ）前掲書、一六一頁。
（、）この点については、昭和期の日立鉱山における友子の分析の際に詳しく論じたい。
（旧）前掲書、一四四頁。
（ｕ）友子組織が従業員団体の中に包摂されたケースは、足尾、別子の両銅山のほか三井砂川炭鉱の友子がある。一一一丼炭鉱鉱
夫
親
和
会
規
約
に
つ
い
て
は
、
左
合
藤
三
郎
編
「
大
正
期
鉱
業
従
業
員
団
体
規
則
集
（
上
）
」
、
ヨ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
」
Ⅲ
ｕ
に
所
収
、
を
参
／￣、／￣、／－，
１７１６１５ 
、＿〆ﾐーノ、_〆
昭
グ､、、
０ 前掲書、一○六舂
同
右
、
二
三
頁
。
同右、五三頁。
四
鉱
業
所
の
友
子
対
策
と
友
子
の
変
質
一○六頁。
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茂尻炭鉱では、昭和になって三菱鉱業の所有になったため、それまで公認されていた友子を「一切不認ノ方針」
としたが、実際は黙認せざるをえず、「労務者採用一一当リテハ友子会二人会セザルコトヲ条件トシ……加入者ノ阻
（４） 
止ニョリ自然消滅ヲ計ル方針」をとったと報生□されている。
まず友子の会費を代理徴収し、友子を事実上公認している鉱山は、生野、明延、宝の三鉱山にすぎない。しかし
（１） 
これは友子が重視されているからではなく、むしろ生野鉱山の友子は「弊圭ロヲ認メズ」、「存在ノ要ヲ認メズ」と、
かろんじられているからであった。他の鉱山の事情も同様である。
他
方
多
く
の
鉱
山
が
、
会
費
の
代
理
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
鉱
山
で
は
、
友
子
を
積
極
的
に
否
認
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
殆
ど
が
暗
黙
の
承
認
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
し
す
で
に
問
題
に
し
た
友
子
が
否
認
さ
れ
て
極
度
に
友
子
組
織
が
衰
退
し
て
い
（２） 
る鉱山を除き、かなり友子組織が残存している鉱山のうちで、手稲鉱山では、「取立式否認ノ方針」であると報生ロ
されている。もっともこの方針は「過般北海道・樺太地方労務担当者協議会開催以来ノ指示方針」と付け加えられ
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
針
が
直
ち
に
取
立
式
の
否
認
ま
で
い
っ
た
例
は
手
稲
鉱
山
だ
け
で
、
他
の
鉱
山
は
取
立
式
を
否
認
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
取
立
式
は
多
く
の
鉱
山
で
行
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
友
子
を
や
や
積
極
的
に
否
定
し
て
い
く
方
策
と
し
て
、
新
規
採
用
者
に
つ
い
て
は
友
子
へ
の
加
入
を
認
め
ず
、
そ
う
し
て
友
子
の
自
然
消
滅
を
図
ろ
う
と
す
る
鉱
山
も
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
友
子
の
残
存
が
著
し
か
っ
た
雄
別
炭
鉱
で
は
、
友
子
が
「
梢
モ
ス
レ
バ
鉱
業
所
卜
対
抗
的
存
在
タ
ル
恐
ア
ル
」
と
の
認
識
を
前
提
し
て
、
友
子
を
「
漸
次
解
消
」
さ
せ
る
方
針
を
た
て
、
「
当
釧
路
地
方
ニ
ハ
未
ダ
昔
日
ノ
遺
風
相
当
根
強
ク
浸
潤
シ
居
ル
現
状
一一鑑ミ、急激二弾圧ヲ加フルコトハ却ツテ問題惹起ノ虞ナシトセズ」と慎重な態度を示し、具体的には、「新採用
（３） 
者ノ者並二助手級ノ会口貝二対シ漸次加入ヲ阻止シ或ハ脱退セシムル方針」をとり、協和会を強化すると指摘されて
いる。
昭和期における友子制度の変質と解体(1) (８３） 286 
細
倉
鉱
山
は
、
昭
和
九
年
に
三
菱
鉱
業
傘
下
に
入
っ
た
が
、
「
当
初
ハ
「
我
レ
関
セ
ズ
」
ノ
方
針
」
だ
っ
た
が
、
増
加
し
た
友
子
を
抑
え
る
た
め
に
、
具
体
的
に
は
昭
和
二
年
に
従
来
行
わ
れ
て
い
た
「
交
際
費
取
立
代
行
ヲ
廃
止
」
し
、
「
取
立
式
立
会
並
祝
儀
支
出
（５） 
取止」を行い、「協和〈雪」の強化をはかった。尾去沢鉱山でも、細倉鉱山と同じような方針が指摘されている。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
方
針
は
、
左
合
氏
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
昭
和
一
二
年
六
月
に
開
か
れ
た
北
海
道
・
樺
太
労
務
係
事
務
連
絡
兼
研
究
打
合
会
で
三
菱
鉱
業
の
労
務
部
長
が
提
起
し
た
方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
友
子
ハ
現
在
何
処
デ
モ
盛
デ
ナ
イ
。
労
務
者
一
一
シ
テ
モ
熱
烈
ナ
ル
存
続
ノ
意
思
ガ
ァ
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ラ
、
社
交
規
約
ノ
励
行
、
協
和
会
ノ
活
動
ヲ
旺
盛
ナ
ラ
シ
メ
テ
、
噺
（６） 
次
自
然
消
滅
ノ
方
法
ヲ
識
ジ
、
社
ノ
方
針
ニ
ム
ロ
致
セ
シ
ム
ル
様
努
ム
ル
ベ
キ
」
と
の
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
報
告
書
の
中
で
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
友
子
は
、
不
要
で
あ
る
が
容
易
に
は
な
く
な
ら
な
い
存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
友
子
は
、
本
来
の
性
格
を
失
い
つ
つ
も
、
熟
練
鉱
夫
の
共
済
活
動
を
中
心
に
、
か
っ
て
友
子
の
伝
統
的
な
同
職
組
合
の
意
識
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
親
睦
団
体
と
し
て
存
続
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
一
○
年
代
の
後
半
に
戦
時
経
済
と
い
う
特
殊
な
状
況
の
な
か
で
、
産
業
報
国
会
と
い
う
翼
賛
組
織
の
出
現
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
る
ま
で
、
友
子
は
、
衰
退
し
形
骸
化
し
な
が
ら
も
、
根
強
く
存
在
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
以
と
の
分
析
を
総
括
的
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
昭
和
期
の
友
子
制
度
は
、
従
来
の
ギ
ル
ド
的
な
鉱
夫
同
職
組
合
的
の
性
格
を
大
幅
に
失
い
つ
つ
、
共
済
活
動
に
特
化
し
た
極
め
て
変
型
的
な
友
子
制
度
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
も
は
や
明
治
期
や
大
正
前
期
の
伝
統
的
な
友
子
制
度
で
は
な
い
。
技
能
養
成
や
自
治
的
な
機
能
、
労
働
市
場
へ
の
介
入
に
よ
る
労
働
力
供
給
を
調
整
す
る
機
能
を
殆
ど
喪
失
し
、
友
子
の
活
動
を
共
済
活
動
に
特
化
し
た
友
子
制
度
の
遺
制
で
あ
り
、
遺
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
こ
の
期
の
友
子
は
、
典
型
期
の
友
子
と
は
、
別
物
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
遺
物
は
、
単
に
共
済
組
合
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
わ
た
く
し
は
抵
抗
が
あ
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
期
の
友
子
は
あ
く
ま
で
衰
退
過
程
に
あ
る
同
職
組
合
の
遺
物
、
共
済
組
合
的
に
変
型
し
た
遺
制
と
(８４） 285 
呼んでおきたい。それ故、この期の友子は、あくまで鉱夫一般の共済組合と言うのではなく、熟練鉱夫を中心とし
た
、
す
で
に
主
要
な
機
能
を
失
い
な
が
ら
も
、
共
済
活
動
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
、
企
業
よ
り
な
性
格
を
維
持
し
て
存
在
し
て
い
る
親
睦
団体であると規定したい。
報告書には、友子の規約が掲載されているが、それらは、殆どが明治、大正時代の規約であって、それらが、昭
和一○年ころに利用されていたとしても、それらの規約の規定から当時の友子の性格や活動内容を推測することは
で
き
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
当
時
の
友
子
の
規
約
の
分
析
は
あ
え
て
行
わ
な
か
っ
た
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
幸
い
日
立
鉱
山
の
友
子
資
料
で
あ
る
昭
和
四
年
か
ら
一
九
年
ま
で
の
「
永
代
記
録
簿
』
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
詳
細
に
分
析
し
、
昭
和
期
の
友
子
の
実
態
、
組
織
と
活
動
の
実
態
、
性
格
を
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
論
の
分
析
の
不
十
分
さ
を
補
う
こ
と
に
し
た
い
。
呑宕Ｔ百舂了注
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〔本稿の作成は、前稿「別子銅山における友子制度の変遷」、「大正期における友子の労働組合化について」角経済志林」第
六
十
二
巻
の
第
一
号
、
第
二
号
）
と
同
様
に
、
一
九
九
四
年
度
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
〕
同同同同同
右右右右右
、、、、、
前掲『友子団体調査報告』、
同右、一三一一一頁。
同右、五六頁。
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